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源
通
具
の
和
歌
䢣
漢
詩
摂
取
と
い
う
側
面
か
ら
䢣

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

米
田

有
里

源
通
具
は
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
主
に
活
躍
し
た
歌
人
で
あ
る
。
優
れ
た
政
治
家
で
あ
り
か
つ
歌
人
と
し
て
も
名
の

知
ら
れ
て
い
た
源
通
親
を
父
に
持
つ
。
本
発
表
で
は
、
源
通
具
の
和
歌
を
、
漢
詩
摂
取
と
い
う
側
面
か
ら
検
討
し
た

い
。通

具
は
父
通
親
の
名
代
と
し
て
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
筆
頭
撰
者
と
な
り
、
十
七
首
が
入
集
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
通
具
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
和
歌
を
詠
も
う
と
試
み
た
か
は
未
だ
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

理
由
の
一
つ
に
は
、
通
具
が
撰
者
と
な
っ
た
建
仁
頃
は
未
だ
初
学
期
の
歌
人
で
あ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
通
具
以
外
の
撰
者
は
、
定
家
・
家
隆
・
有
家
・
慈
円
・
寂
蓮
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
歌
道
家
の
歌
人
や
、

既
に
多
く
の
実
績
を
積
ん
だ
熟
練
者
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
通
具
は
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
以
前
に

歌
合
等
に
出
詠
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
八
月
一
一
日
に
は
『
禁
裏
中
宮
和
歌
会
』（
『
玉

葉
』
）
が
催
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
中
宮
任
子
（
九
条
兼
実
女
）
に
よ
る
公
的
行
事
で
あ
り
、
当
時
従
五
位
上
右
近
権

少
将
で
あ
っ
た
通
具
は
、
宮
廷
官
人
と
し
て
参
加
し
た
（
同
じ
く
父
通
親
、
異
母
兄
通
宗
も
参
加
）
。
こ
の
よ
う
な

催
し
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
歌
人
と
し
て
実
績
を
積
む
の
は
難
し
い
。
通
具
に
と
っ
て
初
め
て
の
応
制
百
首
『
院
第

三
度
百
首
』
す
な
わ
ち
『
千
五
百
番
歌
合
』
（
建
仁
二
年
頃
成
立
）
の
時
分
も
、
本
格
的
に
歌
を
詠
み
始
め
て
一
、

二
年
程
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

中
心
的
に
活
動
し
た
時
期
が
初
学
期
で
あ
っ
た
た
め
に
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
通
具
の
歌
に
対
す
る
評
価
は
明

確
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
通
具
は
漢
詩
摂
取
を
得
意
と
し
て
い
た
点
が
歌
論
書
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
。
た
と

え
ば
『
桐
火
桶
』
で
は
「
白
氏
の
詩
を
み
る
心
地
し
て
侍
り
」
と
、
白
居
易
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
建

保
頃
に
は
、
順
徳
天
皇
主
催
の
詩
会
等
に
し
ば
し
ば
詩
の
作
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
（
『
順
徳
天
皇
御
記
』
）
。
通

具
と
漢
詩
の
結
び
つ
き
は
密
接
で
あ
っ
た
。
通
具
の
和
歌
を
漢
詩
摂
取
と
い
う
側
面
か
ら
検
討
し
、
歌
人
と
し
て
通

具
が
ど
の
よ
う
な
歌
を
詠
も
う
と
し
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
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『
和
歌
初
学
抄
』
所
名
注
記
の
検
討
䢣
歌
枕
と
修
辞
技
法
䢣

早
稲
田
大
学
古
典
籍
研
究
所
招
聘
研
究
員

梅
田

径

藤
原
清
輔
『
和
歌
初
学
抄
』
の
一
項
目
で
あ
る
所
名
の
注
記
を
検
討
す
る
。

本
書
は
川
上
新
一
郎
氏
に
よ
っ
て
諸
伝
本
の
分
類
が
提
唱
さ
れ
た
後
、
石
澤
一
志
氏
に
よ
っ
て
Ⅰ
類
本

イ
系
統

a

の
最
古
写
本
と
目
さ
れ
る
目
白
大
学
蔵
本
が
紹
介
さ
れ
た
。
目
白
大
学
蔵
本
は
零
本
な
が
ら
所
名
の
項
目
を
完
備
し

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
広
本
系
の
代
表
た
る
Ⅱ
類
本

系
統
の
最
古
写
本
で
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
の

a

比
較
検
討
が
可
能
と
な
っ
た
。
す
で
に
田
尻
嘉
信
氏
が
所
名
に
つ
い
て
の
網
羅
的
な
研
究
を
行
っ
た
が
、
日
本
歌
学

大
系
の
活
字
本
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
、
本
文
研
究
が
進
ん
だ
現
在
で
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

両
系
統
の
所
名
注
記
を
比
較
す
る
と
、
両
系
統
で
各
地
名
の
注
記
の
末
尾
が
異
な
る
こ
と
に
気
づ
く
。
Ⅰ
類
本
a

イ
系
統
の
諸
本
に
は
「
に
そ
ふ
」
「
に
よ
む
」
と
い
っ
た
語
句
が
存
在
す
る
が
、
Ⅱ
類
本

系
統
で
は
こ
れ
が
省
略

a

さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
Ⅰ
類
本

イ
系
統
諸
本
で
は
、
Ⅱ
類
本

系
統
よ
り
も
修
辞
的
な
機
能
を
丁
寧
に
説
明

a

a

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ
う
し
た
修
辞
技
法
に
特
化
し
た
注
記
は
、
地
系
別
且
つ
国
別
の
配
列
と
併
せ
て
注
意
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

渡
部
泰
明
氏
は
本
書
の
各
項
目
の
説
明
に
お
い
て
、
「
そ
ふ
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
、
秀
句
の
項
目
の
分
析
を
通
じ
て
院
政
期
に
お
け
る
和
歌
表
現
の
縁
語
の
位
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
そ
ふ
」
は

所
名
の
注
記
に
も
多
数
使
用
さ
れ
て
お
り
、
清
輔
が
地
名
が
持
つ
修
辞
的
機
能
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が

伺
え
る
。
所
名
の
地
名
の
い
く
つ
か
は
喩
来
物
等
の
他
項
目
に
も
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
本
書
で
は
、
先
行
す
る
歌
枕

書
よ
り
も
一
層
修
辞
的
な
機
能
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
項
目
を
含
む
全
体
の
構
想
と
も
密
接

に
関
連
す
る
事
柄
で
あ
る
と
同
時
に
、
院
政
期
和
歌
の
困
難
を
、
修
辞
技
法
の
錬
磨
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
清
輔
の
試
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
発
表
で
は
所
名
の
注
記
に
修
辞
機
能
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
事
に
注
目
し
、
他
の
歌
学
書
と
の
比
較
検
討
を
通

じ
て
、
本
書
の
構
想
と
院
政
期
に
お
け
る
地
名
歌
枕
の
機
能
を
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
。
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永
心
説
話
と
智
海
説
話
に
つ
い
て

䢣
『
発
心
集
』
と
『
古
事
談
』
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
関
係
解
明
に
向
け
て
䢣

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
生

鈴
木

和
大

鴨
長
明
編
纂
の
『
発
心
集
』
巻
四
ノ
三
話
（
第
六
〇
話
）
に
は
、
永
心
と
い
う
僧
が
病
者
を
憐
れ
む
説
話
が
み
え

る
。
こ
こ
に
現
れ
る
僧
永
心
に
つ
い
て
、
『
発
心
集
』
の
諸
注
釈
書
は
、
い
ず
れ
も
「
伝
未
詳
」
と
し
て
い
る
が
、

管
見
に
よ
れ
ば
古
記
録
に
同
名
が
残
っ
て
お
り
、
検
討
の
結
果
、
『
発
心
集
』
に
登
場
す
る
永
心
と
同
一
人
物
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
結
論
さ
れ
た
。
そ
れ
を
ま
ず
示
す
と
共
に
、
『
古
事
談
』
第
三
「
僧
行
」
（
第
二
七
七
話
）
、
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
巻
四
ノ
一
三
話
（
第
六
五
話
）
に
、
智
海
と
い
う
僧
が
病
者
と
の
法
問
答
に
完
敗
す
る
説
話
が
み
え
、

そ
の
智
海
と
先
の
永
心
と
を
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

二
人
は
十
二
世
紀
末
を
生
き
た
同
時
代
人
で
、
か
つ
僧
位
も
近
い
。
し
か
も
、
同
じ
清
水
坂
を
舞
台
に
し
た
説
話

に
登
場
す
る
。

そ
こ
で
本
発
表
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
人
の
関
連
を
出
発
点
と
し
て
、
『
発
心
集
』
と
『
古
事
談
』
、
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
の
三
書
に
み
ら
れ
る
永
心
と
智
海
の
説
話
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
に
、
先
行
研
究
が
挙
げ
て
い
る
よ
う

に
、
二
話
が
類
話
関
係
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、
説
話
の
舞
台
が
等
し
く
、
二
人
が
邂
逅
す

る
の
も
病
者
で
あ
る
こ
と
、
本
文
中
で
病
者
が
暗
誦
す
る
「
唯
円
教
意
逆
即
是
順
䢧
䢧
」
と
い
う
文
句
も
一
致
し
て

い
る
点
を
挙
げ
、
そ
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
二
話
に
は
共
通
点
が
見
出
せ
る
も
の
の
、
永

心
説
話
は
慈
悲
を
語
り
、
一
方
の
智
海
説
話
は
、
「
化
人
か
」
と
い
う
驚
き
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
化
人
を
語
る
説
話

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
主
題
は
異
な
っ
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
主
題
が
異
な
り
な
が
ら

も
、
共
通
点
が
見
出
せ
る
永
心
と
智
海
の
説
話
の
関
係
性
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
か
。
先
行
研
究
と
し
て

山
本
節
氏
の
論
考
が
存
し
、
永
心
説
話
と
の
比
較
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
発
表
者
は
氏
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
二
話

の
共
通
点
を
再
検
討
し
、
よ
り
具
体
的
に
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
二
話
が
共
に

比
叡
山
の
寺
院
伝
承
で
あ
る
こ
と
、
転
じ
て
、
説
法
の
場
や
慈
善
救
済
事
業
の
勧
進
の
た
め
に
披
講
さ
れ
た
説
話
の

類
で
あ
っ
た
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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本
文
は
刊
行
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
䢣
要
法
寺
版
『
沙
石
集
』
を
糸
口
に
し
て
䢣

清
風
高
等
学
校
講
師
・
福
井
工
業
大
学
附
属
福
井
高
等
学
校
特
別
招
聘
講
師

高
木

浩
明

『
沙
石
集
』
の
古
活
字
版
の
う
ち
、
本
発
表
で
は
、
要
法
寺
の
本
地
院
日
性
（
世
雄
坊
、
円
智
。
慶
長
十
九
年
〈
一

六
一
四
〉
寂
、
六
十
一
歳
）
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
慶
長
十
年
刊
本
（
以
下
、
慶
長
本
）
と
、
無
刊
記
十
行
本

（
以
下
、
無
刊
記
本
）
を
取
り
上
げ
、
『
沙
石
集
』
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
近
世
期
初
頭
の
学
問
、
学
芸
、
出
版
の

実
態
と
背
景
を
明
ら
む
る
礎
と
す
る
。

川
瀬
一
馬
は
、
慶
長
本
を
「
沙
石
集
流
布
印
本
の
祖
を
な
す
も
の
」
と
し
、
無
刊
記
本
を
慶
長
本
と
は
「
別
に
同

種
活
字
の
重
刊
と
認
め
ら
れ
る
一
本
」
、
す
な
わ
ち
「
再
印
本
」
と
認
定
す
る
。
『
沙
石
集
』
の
研
究
者
（
今
枝
俊

宏
・
土
屋
有
里
子
）
も
、
慶
長
本
と
無
刊
記
本
を
別
版
と
考
え
る
が
、
無
刊
記
本
を
慶
長
本
に
先
行
す
る
本
と
し
て

論
を
立
て
る
。
慶
長
本
に
は
匡
郭
が
あ
り
、
無
刊
記
本
に
は
匡
郭
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
見
す
る
と
完
全
な
別
版
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
無
刊
記
本
の
巻
一
と
巻
五
下
か
ら
巻
十
ま
で
は
、
慶
長
本
か
ら
匡
郭
と
版
心
、
お
よ
び
巻

十
巻
末
の
刊
記
を
抜
い
た
だ
け
で
、
組
版
も
解
体
せ
ず
、
本
文
部
分
は
同
版
の
状
態
で
あ
る
。
一
方
、
巻
二
か
ら
巻

五
上
は
活
字
の
組
を
改
め
、
慶
長
本
を
基
底
と
す
る
が
、
随
所
に
神
宮
本
の
本
文
や
独
自
の
異
文
を
増
補
し
た
特
異

な
本
文
を
有
す
る
。
巻
二
で
見
れ
ば
、
第
五
話
の
「
地
蔵
之
看
病
シ
給
エ
ル
事
」
で
、
鎌
倉
で
密
教
の
明
匠
と
評
判

の
老
僧
の
若
い
弟
子
を
「
東
大
寺
勧
進
願
行
上
人
ノ
親
類
也
」
と
し
た
り
、
建
仁
寺
の
本
願
僧
正
の
地
不
の
決
の
話

と
恵
心
僧
都
の
妹
安
養
の
尼
の
話
の
間
に
三
井
寺
大
阿
闍
梨
慶
祚
の
逸
話
を
挿
入
し
た
り
と
、
『
沙
石
集
』
の
伝
本

で
は
神
宮
本
に
し
か
見
え
な
い
本
文
を
増
補
す
る
。
ま
さ
に
「
本
文
は
刊
行
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
が
慶
長
本
の
伝
本
の
一
つ
、
國
學
院
大
学
図
書
館
本
の
表
紙
裏
に
、
慶
長
本
の
他
、

『
韻
鏡
』
の
慶
長
十
三
年
刊
本
等
の
反
古
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
表
紙
裏
反
古
＝
そ
の
本
の
刊
行
者
と
は
必
ず

し
も
言
え
な
い
が
、
同
じ
本
の
刷
り
反
古
が
交
じ
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
本
の
版
元
が
他
の
本
の
出
版
に
も
何
ら

か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
要
法
寺
周
辺
の
出
版
環
境
を
知
る
資
料
に
な
り
う
る
。
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定
家
の
願
文

䢣
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
と
「
八
幡
名
物
」
古
筆
切
を
め
ぐ
っ
て
䢣

大
阪
大
学
招
聘
研
究
員

中
川

真
弓

石
清
水
八
幡
宮
の
第
三
十
四
代
別
当
と
な
る
田
中
宗
清
（
一
一
九
〇
䢣
一
二
三
七
）
は
、
権
別
当
の
時
期
に
、
当

代
の
文
人
・
能
筆
に
依
頼
し
て
幾
つ
か
の
願
文
類
を
作
成
さ
せ
た
。
彼
を
願
主
と
す
る
そ
れ
ら
の
願
文
類
は
、
目
的

に
よ
っ
て
二
つ
の
群
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
宗
清
の
所
望
を
祈
願
し
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
若

く
し
て
亡
く
な
っ
た
長
男
章
清
の
追
善
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

前
者
の
群
の
う
ち
、
天
理
図
書
館
所
蔵
の
藤
原
定
家
筆
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
（
新
天
理

図
書
館
善
本
叢
書
６
『
定
家
筆
古
記
録
』
所
収
）
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
、
定
家
が
宗
清
に
依
頼
さ
れ
て
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
天
理
図
書
館
蔵
「
願
文
案
」
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

山
形
県
指
定
有
形
文
化
財
の
古
筆
切
「
藤
原
定
家
筆
願
文
」
（
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
筆
切
に
見

え
る
内
容
は
、
天
理
図
書
館
蔵
「
願
文
案
」
の
本
文
と
は
全
く
一
致
し
て
い
な
い
。

本
発
表
で
は
、
こ
の
古
筆
切
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
当
時
、
「
空
前
絶
後
」
の
規
模
で
耳
目
を
驚
か
せ
た

「
赤
星
家
所
蔵
品
入
札
」
に
出
品
さ
れ
た
一
点
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
出
自
を
遡
る
と
、
か
つ
て
石
清
水
八
幡
宮
滝

本
坊
に
住
し
た
松
花
堂
昭
乗
が
所
持
し
て
い
た
「
八
幡
名
物
」
の
う
ち
、
「
大
願
書
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
す
る
。
『
山
形
市
の
文
化
財
』
（
平
成
二
）
・
『
山
形
県
の
文
化
財
』
（
平
成
十
四
）
は
、
別
の
ル
ー
ト
で

伝
来
し
て
い
た
古
筆
切
「
小
願
書
」
と
合
わ
せ
、
従
来
五
十
二
行
に
わ
た
っ
て
い
た
も
の
が
、
後
世
に
分
割
さ
れ
、

前
半
三
十
五
行
の
大
願
文
、
後
半
十
七
行
の
小
願
文
と
な
っ
た
と
解
説
す
る
。
し
か
し
、
実
際
は
「
小
願
書
」
が
先

で
、
「
大
願
書
」
が
そ
れ
に
連
続
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
古
筆
切
の
本
文
が
、
『
続
群
書
類
従
』

神
祇
部
・
巻
三
十
二
に
所
収
さ
れ
る
「
嘉
禄
元
年
宗
清
法
印
勧
進
文
」
の
一
部
と
重
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

以
上
の
考
察
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
ま
で
作
者
不
詳
と
見
な
さ
れ
て
き
た
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
「
嘉
禄
元
年
宗

清
法
印
勧
進
文
」
が
、
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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世
阿
弥
の
「
舞
歌
」
「
遊
楽
」
概
念
と
『
風
姿
花
伝
』
完
成
期
以
降
の
藝
道
思
想

䢣
『
本
朝
文
粋
』
「
弁
散
楽
」
と
世
阿
弥
の
藝
論
と
の
比
較
䢣

京
都
造
形
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師

重
田

み
ち

世
阿
弥
が
物
ま
ね
中
心
で
あ
っ
た
能
を
〈
歌
舞
能
〉
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
そ
の
前
半
生
に
あ
た
る
足
利
義
満
時

代
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
能
の
作
品
分
析
を
主
体
と
し
た
研
究
に
よ
り
指
摘
・
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
世
阿
弥
の
藝
論
に
「
舞
歌
」
（
「
歌
舞
」
）
の
語
や
、
そ
れ
と
同
様
の
能
の
と
ら
え
か
た
を
示
す
と
見

て
よ
い
造
語
「
遊
楽
」
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
説
が
現
れ
る
の
は
、
足
利
義
持
時
代
中
葉
に
あ
た
る
応
永

二
十
年
代
半
ば
以
降
の
『
能
序
破
急
事
』
（
『
花
習
内
抜
書
』
）
・
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
等
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
世
阿
弥
の
〈
歌
舞
能
〉
化
の
実
践
と
、
同
人
の
「
舞
歌
」
や
「
遊
楽
」
へ
の
意
識
と
の
間
に
、
時
期
的
な
差
が

あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
歌
舞
能
〉
化
の
実
践
が
、
た
だ
ち
に
世
阿
弥
に
「
舞
歌
」
や
「
遊
楽
」
へ
の
意
識
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
す

れ
ば
、
世
阿
弥
が
能
の
藝
を
「
遊
楽
」
と
呼
び
、
猿
楽
の
藝
の
基
本
を
「
舞
歌
」
（
「
歌
舞
」
）
と
置
い
た
き
っ
か
け

と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
本
発
表
で
は
、
『
風
姿
花
伝
』
神
儀
篇
と
内
容
上
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
『
古
語
拾
遺
』
及
び
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
「
弁
散
楽
」
、
と
く
に
後
者
に
着
目
し
て
考
え
て
み
た
い
。
「
弁
散
楽
」

は
、
村
上
天
皇
の
問
に
対
す
る
散
楽
得
業
生
秦
氏
安
の
対
冊
で
あ
り
、
『
風
姿
花
伝
』
神
儀
篇
の
秦
氏
安
伝
説
は
こ

の
文
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
世
阿
弥
の
藝
論
と
の
関
連
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
本
文
が
具
体
的
に
考
察
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
「
舞
歌
」
や
「
遊
楽
」
に
近
い
語
が
見
え
る
。
そ
れ
を
は
じ
め
、
そ
こ
に
用

い
ら
れ
た
語
句
や
そ
こ
に
示
さ
れ
た
藝
能
に
対
す
る
見
か
た
と
、
応
永
二
十
年
代
半
ば
頃
、
す
な
わ
ち
『
風
姿
花
伝
』

完
成
推
定
時
期
か
ら
の
世
阿
弥
の
藝
論
と
の
関
連
を
探
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
発
表
で
は
そ

れ
を
具
体
的
に
論
じ
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
『
風
姿
花
伝
』
完
成
期
以
後
の
世
阿
弥
の

猿
楽
観
や
藝
道
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
察
を
行
い
た
い
。
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『
三
教
指
帰
』
「
成
安
注
」
に
お
け
る
『
琱
玉
集
』
の
引
用
調
査

䢣
柳
下
恵
の
逸
話
を
手
掛
か
り
に
䢣

国
立
台
湾
師
範
大
学

李

育
娟

『
琱
玉
集
』
は
初
唐
、
盛
唐
ご
ろ
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
類
書
で
あ
り
、
真
福
寺
所
蔵
二
巻
の
残
巻
の
ほ

か
、
現
存
し
て
い
る
逸
文
が
、
『
三
教
指
帰
』
「
成
安
注
」
、
「
敦
光
注
」
（
「
勘
注
抄
」
）
、
「
覚
明
注
」
、
『
政
事
要
略
』
、

『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
な
ど
に
散
見
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
『
注
好
選
』
一
部
の

漢
故
事
が
『
琱
玉
集
』
を
利
用
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
た
め
、
こ
の
類
書
は
幼
学
や
注
釈
の
範
疇
で
は
大
い
に

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
「
成
安
注
」
に
は
『
琱
玉
集
』
の
引
用
数
が
十
四
箇
所
に
も
及
ん
で
お
り
、
『
琱
玉
集
』
の
先
行
類
書
で

あ
る
『
類
林
』
の
引
用
数
が
僅
か
二
箇
所
の
み
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
成
安
が
特
に
『
琱
玉
集
』
を
多
用
す

る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
「
覚
明
注
」
に
も
『
琱
玉
集
』
の
引
用
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
殆
ど
が
「
成
安
注
」
の
孫

引
き
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
『
三
教
指
帰
』
「
成
安
注
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
琱
玉
集
』
の
逸
文
を
焦
点
に
検
証
を
行
う
。
成

安
が
『
琱
玉
集
』
に
傾
い
た
真
の
理
由
を
探
る
た
め
、『
三
教
指
帰
』
の
三
つ
の
古
注
「
成
安
注
」
、「
敦
光
注
」（
「
勘

注
抄
」
）
、
「
覚
明
注
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
柳
下
恵
の
逸
話
を
手
掛
か
り
に
、
そ
れ
ら
の
注
文
を
取
り
上
げ
て
、
比

較
検
証
を
進
め
る
。


